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Sanae Kumamoto, Associate Professor    (Morioka Junior College)

  Principle 10: Promoting inter-cultural dialogue and understanding, and the   “unlearning” of intolerance, through education

1. Outline of Activities

   Students from the Gender studies class of Morioka Junior College collaborated 
with “Marble”, an LGBTQ+ circle at Iwate Prefectural University to contribute a 
panel exhibition for the “Iwate Gender Equality festival” which was organized by 
Iwate prefecture. The project was part of the university’s efforts to empower 
students to remain actively engaged in promoting understanding and acceptance 
of gender diversity even under the restrictive impact of COVID-19. 

   Under the theme of "My Color", 7 teams representing “Rainbow Pride” 
collaborated and contributed to the panel exhibition to raise awareness of the 
gender equality aspects of the SDGs, with the mission focus 
of "What we can do from now”. The project aimed to inspire 
collaborators and viewers to respect each individual’s 
identity or "color", and use the perspectives of young people 
to challenge stereotypes surrounding gender and encourage 
a conceptualization of “self” that isn’t bound to rigid ideas 
of gender norms. 

   
Specifically, participants created gender-

neutral pictograms and symbols, designed 
and printed original genderless T-shirts, and made handmade pop-
up books to deepen understanding and acceptance of LGBTQ+ 
within the community. With valuable input from the young and 
passionate students the "My Color” exhibition was an expression 
of the brilliance of the "now" as an opportunity for growth and 
understanding for students.

　

Gender Neutral
Marks/Signs

私たちがよく見る広告において、男女の性

別イメージはどう表現されている？大学生
が頻繁にみる広告を60以上調査した。

ジェンダー・ニュートラルなデザインやマー

クについて海外と日本の現状を比較考察
し、私たちが考える「ジェンダー平等」か「中

立」に見える広告を提案している。

Genderless Fashion ＆
History

ファッションにおいて「男らしさ」「女らしさ」が
求められた時代から、ボーダーレス現象を
経て、ジェンダーレス志向が台頭してきたこ
とに興味をもち、時代ごとのファッションを調
べブックレットを作成した。

ファッション・時代・歴史的意義について、国
際文化学科の学生が思うことを表現するこ
とで、「自分らしさ」の表現手段であることを
伝えたい。

My Color
～１人ひとり違う自分だけの色～

塗りかえよう！ジェンダーの固定概念
性別を超えて、自分を表現するプロジェクト
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トイレとジェンダー

性的マイノリティにとって、トイレは利用しや

すいものになっているだろうか？

ニューヨーク市のAll Gender Restroomやロ
ンドンのFamily Restrooom等の表示やマー
クから、先進事例を考察した。また、早稲田

大学や京都精華大学では、LGBTの方も安
心して利用できるトイレが設置されているこ

とに触発された。

私たちが考える（多機能）本学のオール・

ジェンダー・トイレのロゴ/マークについて提
案したい。

「自分の色」を体現する７チーム

#RainbowPride
#MyColor 

各自の主体性を尊重し、実に短期間で、

コロナ禍の「今だからできること」に焦点

を充てているのが特徴である。

クラス内プレゼンと意見交換会を経て、

プロジェクトは進化し続けている。

【謝辞】学内におけるプレゼンと意見交
換会では、本学盛岡短期大学部生活科学
科生活デザイン専攻 准教授・佐藤恭子
先生からコメント等で貴重なご示唆を頂
いた。
そして、パネル展示の機会を与えてく
ださった岩手県男女共同参画センター各
位および2021年度の本フェスティバル運営
関係者の皆様に御礼申し上げたい。

【SDGｓ原則５「ジェンダー平等」】　　　　多様な「チームメイト」と一緒に、ジェンダー＆SOGIの観
点から「身近なジェンダー平等」と「私たちに今できること」を考察した。1人ひとりの個性を
「色」として尊重し、活かし合い、混ざり合いながら、ジェンダーの固定概念を若者目線から塗りか
え、性別を超えて「自分」を表現する試みである。

My Color
～１人ひとり違う自分だけの色～

塗りかえよう！ジェンダーの固定概念
性別を超えて、自分を表現するプロジェクト

by
Marble@岩手県立大学+Team "My Color "@ジェンダー論

Objective 目的

Theme テーマ紹介（概要）

NORM
「誰に左右されるわけでもなく、自分の着たい服

を着ること。自分の好きな見た目でいることが
【普通】である。」と提言したい。

ジェンダー・ニュートラル＆ジェンダー・フリー・

ファッション、ジェンダーレスという表現と並んで
身近な言葉として"ＮＯＲＭ″の概念を浸透させ

たい。そこで、オリジナル・デザインのTシャツを
作成した。「自分の色に染めることができる」白

いオリジナルTシャツに注目して欲しい。

からふる

「見えているものがすべてじゃない。」 ことを伝

えるため、私たちは手作りアート的な本を作成

した。

外見とイメージの相関を探るべく、「男らしさ」
「女らしさ」に関して大学内で実施したアンケー
トを分析し、仕掛け絵本の中に組み込んでいる。

Instagramを意識した仕掛けは、「手にとってみ
ないとわからない」仕組みになっていて必見で

ある。

Genderless Make-Ups
ジェンダーレス・メイクとは何だろう？周囲の大学

生にインタビューした結果、実際にはどうしたら良

いのか、その知識や方法を知らないという声が多

かった。

そこで、Instagramを参考に、実践している著名人
や化粧品メーカーを調べた。その成果をジェン
ダーレス・メイクとして私たちが実践することで表

現したい。

Rainbow Art & Piktogram
全ての人に「平等」で「わかりやすい」ピクトグ
ラムとは何だろう？

その答えを導くには、「時間をかける丁寧さ」
が必要だと考えた。そこで、折り紙（ちぎり絵）

で、LGBTの象徴でもある虹を表現し、オリジ
ナルのピクトグラム・イラストをポップアートに

して表現した。皆さんは、この虹アートから、
何を感じるだろうか。
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